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受胎率の向上をHACCP手法で！
九州獣医師 HACCP 研究会　犬丸獣医科クリニック　　

犬丸　憲之　　

はじめに

　乳牛の受胎率の低下が叫ばれて、十年以上にな

ります。筆者が人工授精を始めた昭和 44 年～47 年

（京都・南丹酪農組合 1200 頭）は、チルド精液から

凍結精液への変革期で、受胎率 50 % 以下と低下し、

人工授精師と農家は混迷していました。滋賀県八日

市市（当時）で開業の原田利幸先生（滋賀県畜産試

験場在職中は、分離ストロー凍結精液の開発と普及

を担当）は、初回受胎率 70 % 前後だったので、西

村人工授精師と研修にいき、人工授精技術を学び、

南丹酪農組合の人工授精技術の標準化をし、受胎率

の向上がみられました。

　受胎という現象は、受胎か不受胎である。つまり、

0 か 100 かである。50 % 受胎の現象はない。人工授

精とは、緊張する仕事である。

受胎率向上の条件は、

　受胎率：牛の人工授精（以下 AIとする）初回受

胎率は平成元年には 62.4 % でしたが、平成 22 年に

は 44.7 % まで低下し、酪農生産効率悪化の原因と

なっています。AI 適期は約 14 時間と ET 移植適期

の約 72 時間と比べて 58 時間も短い。ET は、卵子

ランクの確認が出来るが AI は、卵子のランクの確

認が出来ない。

 1）精液　生存時間の長い精液の開発。

 2）農場　良い飼養管理技術の確立＝農場全体を向

上するには、農場 HACCP の導入が有効です

 3）牛　家畜の健康を保つための家畜の快適性（ア

ニマルウエルフェア）

 4）家畜人工授精師　1-3 の状況が悪ければ受胎は

低下しますが受胎率の良い農家と牛がいます

し、受胎率の良い時期があります。我々家畜人

工授精師は、精液の受入・保管から農場におけ

る発情牛の取り扱い、凍結精液の融解、不妊の

原因となる子宮内膜炎＝発情粘液の汚濁の目視

等、子宮内への授精までの技術工程をチェック

シートを利用し、もう一度自分の技術レベルの

確認が必要である。

　畜産草地研究所技術リポート 15 号「人工授精技

術者のための牛人工授精マニュアル」が平成 26 年 1

月発行されました。見える化の簡潔マニュアルです

（研究所HP http : //www.naro.affrc.go.jp/publicity_ 

report/publication/pamphlet/tech-pamph/050811.

html にあります）。

　平成 23 年度畜産草地研究所問題別研究会「牛に

おける人工授精の現状と今後の研究展開」において、

現役の人工授精技術者の研修が途絶えている人工授

精現場では、受胎率向上のため、人的要因を中心に、

技術者自身が見直すべき点の多いことも判明してい

たとあります。

　育種改良により、能力は向上しました。これに対

応するためには、人が変わらなければ解決に至りま

せんともあります。畜主とのコミュニケーション・

情報共有・垣根を越えて連携できる環境を作ること・

衛生に関する概念　発情発見　適期授精などを記載

してありますので初心にもどり、一度閲覧を願いま

す。

　

人工授精師は受胎への「最後の砦」

　・黒崎尚敏獣医師の本「それでも基本は発情を見

つけて種を付ける」の中で優秀な授精師ほど酪

研究情報
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農家に利益を与えてくれることを授精師本人が

もっと強く認識すべきだ。

　・酪農家と乳牛にとって「最後の砦」であって、 

「最後の障壁」となってはいけない。

　・そのためには、授精のプロとして、最高の理 

論・技術・道具を駆使、そして家畜人工授精師

の本質を意識してほしいと思うと述べている。

チェックシートから HACCP へ

　・受胎を阻害する危害要因分析におけるコント

ロールは、対象危害要因の排除もしくは許容限

界内への予防・低減・制御であり、ゼロリスク

ではない（例えば、子宮の汚染）。

　・酪農家の希望する受胎・分娩・泌乳へ実現する

ためには、飼養管理基準チェックリストや人工

授精チェックシートから農場 HACCP を導入

することも必要である。

受胎は、経営の要！

　・チェックシートを活用し、自分の人工授精技術

の現状を知る事が必要である。

　・現状を知り、受胎を妨げる危害要因を分析する。

　・新たなる人工授精マニュアルを作成する。

　・出来ない事は、マニュアル化しない。

　・外部の力量のある技術者にマニュアルの審査を

受ける。

　

　平成 24 年福岡県人工授精協会事例発表会で示し

た HACCPシステムの人工授精現状作業分析シー

トを利用した人工授精技術の標準化が確立できれば

受胎率の向上につながると期待しております。

　（農場 HACCP については、農林水産省・中央畜

産会の HP を参照）

　

　*犬丸憲之　〒820―0101 福岡県飯塚市綱分 671―26

　メールアドレス　agricow@ind.bbiq.jp
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繁殖形質の遺伝的能力評価について
（独）家畜改良センター　改良部　情報分析課　　

大澤　剛史　　

　（独）家畜改良センターでは定期的（種雄牛は 2 月

と 8 月、雌牛は 2 月、5 月、8 月および 11 月）に全

国ベースで乳用牛（ホルスタイン種）の遺伝的能力

評価（遺伝評価）を行っていますが、2014 年 2 月

評価から新たに繁殖形質の遺伝評価を開始したの

で、解説したいと思います。

乳用牛の繁殖性とは

　一般的に、乳用牛の繁殖性を表す形質には受胎し

たかどうかを表す受胎率や妊娠率、分娩から受胎や

次の分娩までの期間を表す空胎日数や分娩間隔など

様々な形質があります。（独）家畜改良センターで新

たに遺伝評価を開始した繁殖形質は、未経産時、初

産分娩後および 2 産分娩後に初めて人工授精を行っ

た時の受胎の成否（初回授精受胎率）と初産分娩後

から 2 産目を受胎するまでの日数（空胎日数）です。

初回授精受胎率は、未経産時や分娩後において最も

早期に判明し比較的容易に記録が収集可能な形質で

あることや繁殖形質の中で利用者が理解し易い形質

であることなどから遺伝評価に採用しました。図 1

に各繁殖形質の記録の流れを示しました。例えば、

誕生後の授精 1 回目で受胎すれば未経産時初回授精

の記録は受胎となり、初産分娩後の授精 1 回目が不

受胎であれば、初産時初回授精の記録は不受胎とな

ります。また、初産分娩後から授精 2 回目に受胎し

た場合、初産分娩から授精 2 回目までの日数が空胎

日数になります。

　検定牛について初回授精受胎率と空胎日数の授精

年ごとの平均値を観測値の推移として図 2 に示しま

した。未経産牛の受胎率は、経産牛と比べて高く推

移していますが、受胎率は、1990 年の未経産牛 62 %、

経産牛 48～49 % から、2012 年の未経産牛 55 %、経

産牛 34～38 % まで低下しています。また、空胎日

数は 1990 年の 115 日から 2012 年の 146 日まで延び

ているなど、乳用牛の繁殖性が年々低下しているこ

とがわかります。

　

技術情報

図 1　繁殖形質の記録の流れ
図 2　検定牛の初回授精受胎率と空胎日数の観測値

の推移
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遺伝評価における繁殖形質の名称と定義について

　遺伝評価における繁殖形質の名称と定義を表 1 に

示しました。初回授精受胎率の名称は各産次につい

てそれぞれ、未経産娘牛受胎率、初産娘牛受胎率お

よび2産娘牛受胎率となっています。各繁殖形質は、

2010 年生まれの検定牛の推定育種価の平均値がそ

れぞれ、未経産娘牛受胎率 62 %、初産娘牛受胎率

42 %、2 産娘牛受胎率 39 % および空胎日数 138 日

となる遺伝ベースを用いており、娘牛受胎率は○○

%、空胎日数は○○○日で表示されます。

　なお、乳用種雄牛評価成績（赤本）には『初産娘

牛受胎率』を『娘牛受胎率』とし、『空胎日数』と併

せて 2 形質のみが掲載され、未経産娘牛受胎率およ

び 2 産娘牛受胎率を含めた全ての繁殖形質は、（独）

家畜改良センターホームページ等に掲載されます。

　ここで注意してもらいたい事は、種雄牛の推定育

種価は、種雄牛を種付けした時の種雄牛の受胎率や

空胎日数を表すのではなく、種雄牛から生まれた娘

牛が初めて人工授精を行ったときに受胎する確率や

初産分娩後の空胎日数に関する遺伝的能力を表しま

す。また、雌牛の推定育種価は、本牛自身の繁殖性

を表すことになります。

　

繁殖形質の遺伝評価方法について

　一般的に、繁殖形質の遺伝率は 0.1 未満と低いた

めに正確な遺伝評価が難しいといわれています。そ

こで、（独）家畜改良センターでは、上記の繁殖形質

に加えて初産時の 305 日乳量の情報を考慮すること

で、遺伝率の低い形質でも遺伝評価の精度を高める

ことができる多形質アニマルモデルを採用していま

す。各繁殖形質の遺伝率および遺伝相関を表 2 に示

しました。対角要素が遺伝率を表し、上三角が各形

質間の遺伝相関を表しています。娘牛受胎率の遺伝

率は、0.016～0.021、空胎日数の遺伝率は 0.053 であ

り、305 日乳量の遺伝率（0.429）と比較して、各繁

殖形質の遺伝率は低く、遺伝的要因より環境的要因

の影響が強い形質であるということがわかります。

繁殖形質における環境的要因には、泌乳形質などに

も影響を与える飼養管理、月齢、季節などの要因以

外に、乳量の増加に伴いコンディション管理が難し

くなってきていることや、最近増加している性判別

精液などの凍結精液の種類、飼養頭数の増加に伴う

発情発見率の低下などの技術的要因なども含まれま

す。しかしながら、このような環境要因の多くは技

術的改善が困難であることから、遺伝的改良による

繁殖性の改善は必要な取り組みの一つであるといえ

ます。

　各形質間の遺伝相関は、娘牛受胎率と空胎日数間

で－0.304～－0.755 と中程度から高い遺伝相関があ

り、受胎率が低い個体は空胎日数が長くなるという

表 1　各繁殖形質の名称と定義

表 2　各繁殖形質の遺伝率（対角）および遺伝相関（上三角）
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遺伝的関連性があります。また、305 日乳量と初産

娘牛受胎率ならびに空胎日数間の遺伝相関はそれぞ

れ－0.319 と 0.448 であり、305 日乳量を改良するこ

とで、繁殖性が低下するという望ましくない遺伝的

関連性があり、繁殖性を改良する際に注意が必要で

す。

　

各繁殖形質の遺伝的趨勢

　種雄牛と検定牛について各繁殖形質の推定育種価

の誕生年毎の平均値を遺伝的趨勢として図 3 に示し

ました。図 2 では、観測値で見た際に繁殖性が低下

傾向にありましたが、遺伝的にも繁殖性が年々低下

していることがわかります。表 3 に種雄牛（1999～

2008 年生まれ）と検定牛（2002～2011 年生まれ）に

ついて、各繁殖形質の年当たりの遺伝的改良量を示

しました。一年間で娘牛受胎率は、種雄牛：－0.52

～－0.47 %、検定牛：－0.75～－0.54 % 低下し、空

胎日数では種雄牛：＋0.80 日、検定牛：＋1.27 日長

くなっています。このような遺伝的な傾向から、繁

殖形質の遺伝的改良は今後の重要な課題といえます。

　

繁殖形質の推定育種価の利用方法について

　2014 年 2 月評価における供給可能種雄牛（73 頭）

の各繁殖形質の推定育種価の分布を図 4 に示しまし

た。推定育種価の範囲は、初産娘牛受胎率において

26 %～52 %、空胎日数において 120 日～175 日の幅

があります。繁殖性を改善するには、上位の種雄牛

の中から、特に繁殖性の良い種雄牛を選択すると効

果的です。ただし、繁殖形質の信頼度は泌乳形質な

どと比べて低く、ファーストクロップ牛の信頼幅（信

頼幅は、『真の育種価』が約 70 % の確率でその範囲

にあるということを表します）は娘牛受胎率で±5 %、

空胎日数で±12 日であり、評価毎にその範囲内で

評価値が変動する可能性があります。したがって、

その範囲内における種雄牛間の遺伝的能力には大き

な差はないといえます。また、このように信頼度が

低い形質なので、評価毎の変動のリスクを避けるた

めには繁殖性が高い 1 頭の種雄牛に集中するのでは

なく、複数の種雄牛を利用することが望ましいとい

えます。また、前述したように繁殖性と乳量には望

ましくない遺伝的関連性があるので、繁殖形質を過

度に重視し、娘牛受胎率や空胎日数が悪い種雄牛を

一切使用しない、といった極端な選択をするのでは

図 3　種雄牛と検定牛の遺伝的趨勢

表 3　各繁殖形質の年当たりの遺伝的改良量
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なく、泌乳形質など改良を希望する形質において同

等の能力を有する種雄牛がいた場合に、どちらを使

うかを判断する参考情報の一つとして利用すると良

いでしょう。繁殖形質は遺伝率が低く、直ぐに改良

の効果が期待できる形質ではありません。しかしな

がら、アメリカでは繁殖形質（初産娘牛妊娠率＝

DPR）の遺伝評価を 2003 年に開始したことで繁殖

性が若干向上してきています（図 5）。したがって、

日本においても繁殖形質を適切に利用することで現

在の繁殖性の低下にブレーキをかけることが期待で

きます。

　ただし、いうまでもないことですが、繁殖性を向

上させるためには、遺伝的改良だけでなく、発情発

見への取り組みや牛体のコンディションの管理など

の環境面の改善も組み合わせることがより効果的で

す。

図 5　アメリカにおける初産娘牛妊娠率の遺伝的趨勢

図 4　初産娘牛受胎率および空胎日数の供給可能種雄牛の分布（2014年 2月評価時点）
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肉用牛の全国域での改良推進について
（独）家畜改良センター　改良部　情報分析課　　

佐藤　満美子　　

はじめに

　肉用牛枝肉情報全国データベース（以下、「枝肉

DB」という。）の構築は、一般社団法人全国肉用牛

振興基金協会が事務局となり、公益社団法人日本食

肉格付協会、公益社団法人全国和牛登録協会、一般

社団法人日本あか牛登録協会および一般社団法人日

本短角種登録協会の 5 団体で構成される肉用牛改良

情報活用協議会により行われています。独立行政法

人家畜改良センター（以下、「センター」という。）

では、肥育農家の同意が得られた枝肉情報等からな

る枝肉 DB を管理・運営しています。

　この枝肉 DB 構築の目的の一つとして、全国的な

改良の動向を把握することが掲げられていることか

ら、蓄積されたデータをもとに全国域での黒毛和種

種雄牛および繁殖雌牛の遺伝的能力の推移（以下、

「遺伝的トレンド」という。）についての情報を、平

成 21 年度よりセンターホームページ上で公表して

います。高知系褐毛和種、熊本系褐毛和種および日

本短角種についても黒毛和種と同様に平成 23 年度

より公表しています。

　本稿では、黒毛和種の遺伝的トレンドの推移に

ついて紹介します。なお、枝肉 DB の詳細等は、セ

ンターのホームページ（http : //www.nlbc.go.jp/

index.asp）をご覧ください。

データの概要および評価方法

　遺伝的能力評価は、昭和 63 年 4 月から平成 25 年

9 月までにと畜され、枝肉 DB と旧事業で収集され

た枝肉情報を利用しています。なお、枝肉 DB で収

集されたデータは、全国で肥育された牛の一部（H24

年度に収集されたデータ数は、同年度に格付された

和牛の約 57 %）であり、全てのと畜データをカバー

しているわけではありません。遺伝的能力評価を

行った個体数等は以下のとおりであり、表 1 には、

評価した形質と観測値の平均等を示しました。

　・育種価算出に用いた枝肉情報　　　　　　　　

　　2,073,442 件

　・個体の育種価算出に用いた血縁情報　　　　　

　　3,489,048 件

　また、遺伝的能力評価に必要な遺伝的パラメータ

の推定には、上記データのうち、肥育者が判明して

いる 716,099 件のデータを利用し、推定値しました

（表 2）。なお、育種価は、1998 年に生まれた雌牛（枝

肉成績を有する後代をもつ個体）の育種価の平均値

技術情報

表 1　各形質の観測値の平均および標準偏差（育種価算出用データ）
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を 0（ゼロ : 遺伝ベース）として示しています。

遺伝的トレンド（育種価の生年別平均の推移）につ

いて

　遺伝的トレンドは、改良の動向を示すだけでなく、

種雄牛に求められる能力への時代のニーズも反映さ

れています。和牛改良に大きな影響を与えた要因の

一つに、牛肉の輸入自由化等への対策として、1991

年から公益社団法人全国和牛登録協会により実施さ

れた育種価評価事業の全国的な展開が挙げられま

す。これにより、種雄牛の選抜には、従来までの観

測値の平均値の同期比較だけでなく、育種価も用い

られるようになりました。また、繁殖雌牛について

も、育種価を用いて遺伝的能力の優劣を見極めるこ

とが可能となりました。このため、形質によっては、

1990 年代中頃を境に改良速度の向上が認められる

ものもあります。なお、近年におけるトレンドの変

動は、頭数が少ないことによる影響も含んでいます。

　枝肉成績を有する後代が 1 頭以上存在する種雄牛

および繁殖雌牛の遺伝的トレンドを図に示しました。

　日齢枝肉重量および枝肉重量においては、種雄牛

で 1995 年まで停滞もしくは若干の低下傾向にあり

ましたが、それ以降は向上が見られます。繁殖雌牛

については、1989 年から 1991 年まで停滞が見られ

ましたが、それ以降は向上が見られます。

　ロース芯面積においては、種雄牛で 1991 年以降

に改良速度の向上が見られます。繁殖雌牛について

は、順調に改良が進んでいます。

　バラの厚さにおいては、種雄牛で 1995 年まで停

滞傾向にありましたが、それ以降は向上が見られま

す。繁殖雌牛については、1993 年以降に改良速度

の向上が見られましたが、2007 年から低下してい

ます。

　皮下脂肪厚においては、種雄牛で 1989 年まで改良

が進んでいましたが、それ以降は、停滞もしくは若

干の改良の後退が見られます。一方、繁殖雌牛につ

いては、改良が進み、特に 1995 年以降に改良速度

の向上が見られますが、2006 年以降停滞していま

す。

　歩留基準値においては、種雄牛について、1999

年まで順調に改良が進んだ後、2005 年までは停滞

しましたが、2006 年以降改良が進んでいます。繁

殖雌牛は、順調に改良が進んでいます。

　BMS においては、種雄牛および繁殖雌牛ともに

改良が進んでおり、種雄牛で 1991 年以降、繁殖雌

牛で 1990 年以降急速な向上が見られます。

　これらの形質を全体的に見ると、1990 年代半ば

から改良の効果または改良速度の向上が認められま

すが、日齢枝肉重量、枝肉重量およびバラの厚さに

おいては、繁殖雌牛が種雄牛の能力を上回っていま

す。造成される種雄牛全体で見れば、繁殖雌牛が増

体・肉量の改良をリードしており、維持要求量が高

いと思われる個体を一般の繁殖農家が飼養しなけれ

ばならない非効率な現状が窺えることから、増体・

肉量にも重点を置いた種雄牛の改良が望まれます。

　また、近年では、種雄牛が改良をリードしていた、

皮下脂肪厚、歩留基準値、BMS においても、繁殖

雌牛との能力の差が縮まってきており、これは、改

良の成果が繁殖雌牛に反映されていることや、皮下

脂肪厚のように、種雄牛における改良の停滞が原因

表 2　遺伝的パラメータの推定（分散平均から算出）
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図 1　枝肉成績を有する後代が 1頭以上存在する種雄牛および繁殖雌牛の育種価の生年別平均
注 1）育種価は 1998 年生まれの雌牛の育種価の平均値を 0 として補正しています。

2）種雄牛当たりの後代数等の違いにより、各個体の育種価の正確度にはばらつきが
あるため、育種価の生年別平均値の正確性は生年により異なります。

3）直近年の平均値については、今後頭数が増えることにより、数値が大きく変動す
る可能性があることから、グラフには表示していません。
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となっています。

おわりに

　ここで紹介した全国域での種雄牛および繁殖雌牛

の遺伝的トレンドは、枝肉 DB を利用した情報提供

の一例であり、センターではこの他にも、枝肉 DB

に蓄積された枝肉情報やその情報を利用した各種集

計情報を、枝肉 DB に参加いただいている肥育農家、

都道府県および関係機関へ提供しています。今後も、

改良・生産の現場でより役に立つ情報を発信してい

くため、また、より正確な和牛の全国的な改良動向

を把握するために、更なる情報の収集と提供情報の

充実に向けて努力していきたいと考えています。
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米国におけるゲノミック評価（選抜） 
を利用した乳牛改良の状況（2）

（一社）北海道家畜人工授精師協会　　

顧問　竹山　幸雄　　

② ジェネティックビジョン（GV）

　ウィスコンシン州ミドルトンに拠点を置く牛の遺

伝子検査を行う会社で、1988 年 Tri-State Breeders

（現 Accelerated Genetics:AG）の研究目的に設立さ

れた AG の子会社である。検査は AG のライバル会

社 CRI、ABS などからも依頼がある。

　遺伝子検査は 25 年前にスタートしているが、

DNA 検査を始めるきっかけは、ウィスコンシン大

学が近くにあり、アイバンホーベル及びプロテイン

の遺伝子解析を共同で行う事だった。今はゲノミッ

クになり数千のマーカーを扱うようになってきた。

　技術的には 25 年前と同じだが、SNP を扱うよう

になりマーカー数が増えた。

　25 年前はアイバンホーベルの雄牛検査だったが、

今は雌牛の検査が多くなったのが大きな変化であ

り、ゲノミックのメリットは、若い時期に乳房や搾

乳性について探る事が出来る事で有る。

　サンプルは毛根、血液、精液の三つで検査してい

るが、毛根が 90 % となっている。イヤーパンチは

扱っていない。毛根は子牛だと 50～100 本、経産牛

であれば 20～30 本で良い。サンプルは昨年まで AI

事業体経由だったが、本年度より生産者から直接申

し込む事が可能となった。海外からの SNP 検査も

衛生条件が合えば可能である。

　SNP は血液が基本だが双子については毛根で検

査する。受精卵の検査は DNA 量（サンプル量）が

少ない為、信頼度が低く展望は開かれていない。ま

た、無角遺伝子も今のところ信頼度は低い。

　AIPL（CDCB）にデータを送る事が出来るのは、

ネブラスカにあるジェネシークと GV の 2 ヶ所のみ

であり、検査結果データは AIPL（CDCB）と GV

が持っている。

海外情報
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　中密度（8 万ヶ所）のチップを使っても、使用す

るのは 4.5 万ヶ所であり、どの遺伝子がどの位置に

あるのか分かっている。遺伝子は生後 2 ヶ月でも 8

歳でも当然同じで、分割卵でも結果は同じである。

3 分割卵をアメリカ、フランスで産ませ SNP 検査

をしたが結果は同じだった。

　SNP は BLAD、CVM、BY など遺伝病にも効果

があった。また、真の近交係数を見る事もできる。

　サンプル（DNA 溶液）は再検査等の為に－20℃

で冷凍保存し要望に応えており、冷凍保存すれば

100 年でも保管できる。

　GV の収入は LD45㌦、80K（大学と共同開発し

たカスタムチップ）125㌦の検査料金のみで、国や

業界からの補助は無く、月 600 検体ペースで、ほと

んどは雄牛の検査であり、雌は 100 頭程度である。

1 日当たりの検査可能上限数は 196 件だが、ひとつ

のプロセスに 3 日掛かる。現在の検体数では 3 人で

十分である。（実際職員は受付担当含めて 4 人）

　雄牛の SNP 検査は USA 全体でも 1 ヶ月 1,500 検

体程度である。ホルスタイン、エアシャー、ジャー

ジー、ブラウンスイスの 4 種類が主だが、ガンジー

などはリサーチの為に検査している。

　スキャナーは 1 台で十分であり、故障時には 3 日

以内にイルミナ社が対応してくれる。

　遺伝疾患及び能力も検査できるが、全てイルミナ

社製で良いと言う訳ではなくファイザー製もある。

　スキャン時間は LD20 分、80K45 分、ヒト用（500K）

1時間程度。一枚のチップで48頭分検査できるので、

1 頭あたりにすると 25 秒程度である。

　USA 全体の検査頭数は、ホル協扱い約 10,000 頭

（フリーマーチン検査か ?）、AI センター 1,500 頭、

GV600 頭、他カナダ、ジェネシスなど 3,000 頭、合

わせて 15,000 頭 / 月程度と思われる。

★検査機関なので、もっと大きな建物を想像してい

たが、平屋のビルにテナントとして入居しており、

検査室と受付及び会議室の 3部屋で、検査室もそ

れほど広くは無かった。この検査室で 3人が働い

ている。SNP検査の知識と技術及びスキャナー 1

台の他パソコン、冷凍庫など関連器具一式など、

設備的にも簡素なものであった。

③ CRI（AI センター）

　ウィスコンシン州シャノワに拠点があるアメリカ

を代表する組合組織の人工授精所で、AI 事業をは

じめ検定や家畜取引などの部門を持つ。農家が収益

を上げなければ我々の組織は無いと言う考えのもと

で活動している。

　CRI には乳検や土壌・飼料分析、血液・水質検査

や家畜取引なども行う、日本の酪農組合的役割の

「AG ソース」と、人工授精部門である「ジェネッ

クス」の 2 つの部門があり、それぞれマーケティン

グと生産物の販売をしている。AG ソースには 4,352

戸の組合員、ジェネックスには 15,900 戸の組合員

が加入しており、組織を代表するメンバーも酪農家

であり、酪農家による酪農家の為の組織である。取

扱い額は約 165 億円の実績があり、1,625 人の職員

がいて毎日 5,700 戸の酪農家を回る米国で一番大き

なマーケットを抱えている。

　XY（雌雄判別）マシンは 18 台所有しており、取

扱い精液では全体の 12 % が判別精液であり、国内

では 10 % 程度である。

　2007 年に 1,750 頭の雄牛を飼っていたが、2013

年には 500 頭の雄牛と 600 頭の子牛やドナー牛、

　700 頭の受卵牛を飼っている。ゲノム技術が出て

きてから様変わりした。
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　2008 年にゲノミック技術が出てきて、GTPI が高

いヤングブルを使っていたが、後代検定を終えても

高い成績を残しており、450 頭後代検定した内 250

頭が G 評価で交配したが、全米（全種雄牛）トッ

プ 10 % に残っており、大きく「はずれた」牛は少

なく G 評価の信頼度が年々上昇している。ゲノミッ

クには能力、体型、繁殖形質が入っているが、G 評

価値と実際の成績との差は小さい。CRI は元々ネッ

トメリット（NM）を追求してきたが、MOET の

効果なのか 2010 年 8 月の GNM と 2013 年 8 月評価

値との差は小さかった。（表 3 参照）

　CRI で言うエリートカウとは、どんな環境でも

対応できる牛であり、特別な飼養管理をしていな

い 17 の牧場合わせて 45,000 頭以上の中から 300 頭

のドナーを作りたい。45,000 頭の PA やペテグリー

を見て最終的に 300 頭に絞り SNP 検査を全頭実施

する。ファミリー数は 80 ファミリーいるが、上位

300 頭ではなく血縁も考慮し 300 頭を選抜する。仮

に G 評価値が高い全姉妹が 5 頭いても、5 頭とも選

抜するのではなく最高のものを使い、他の血統も入

れて近交を下げていく。この 300 頭から採卵した受

精卵 3,500 個を移植すると、1,000 頭くらい雄子牛

が生まれるが、全て SNP 検査し 85～100 頭を選抜

する。尚、17 の牧場は「契約牧場」と表現してい

たが、事実上 CRI の育種集団であり、雄牛生産や

導入コストを大きく下げているものと考えられる。

（図 1 参照）

　上位に何故 CRI の雌牛が入ってきたかは 2008 年

から SNP 検査し、それに G 評価値の高い種雄牛を

交配してきた結果であり、雄牛だけではなく雌牛の

世代間隔も早める事と選抜圧を高くする事が必要で

ある。米国では業界全体での取り組みの結果、遺伝

改良量は従来法では 0.23 だが、G 選抜により 0.35 と

従来法に比較し約 52 % 増加したとしている。

　G ヤングブルの精液価格は、平均 14㌦だが中に

は 50㌦の牛もいる。

　娘牛を検定する方法からゲノミック検定に変わっ

た……と言う意味にもとれ、娘牛検定はリファレン

ス集団の拡大及び G 評価の検証の意味を持つ。

　CRI では年間 200 頭程度の種雄牛が必要と考えて

おり、年間 30 頭程度の新規種雄牛が入ってくる。

　CRI としては 1,000 万本 / 年の販売が目標である。

　今後フットヘルス（破行）やミルクコンポジショ

ン（脂肪酸組成）及びパーラー搾乳性の効率化を評

価する様にしたい。

　組合員からは、世代の早い G ヤングブルの希望

が強く、現在 CRI 扱いの 51 % が G ヤングブルであ

るが、アメリカ国内に限れば 70 % が G ヤングブル

である。G ヤングブルは当初ブリーダーが使ってい

たが、今は一般酪農家も使っている。

　種雄牛の 50 % がジェネシス生産で、残り 50 % が

酪農家生産である。種雄牛の精液販売期間は平均2.5

年である。

表 3　ゲノミック評価（a）と娘牛の情報が追加された評価値（b）との差

図 1
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　GTPI を使った交配相談も、雌牛の G 評価値を持

つ牛群について行っており、加入組合員の内 50 % 程

度が牛群検定加入農家である。

　受胎率は年々下がってきたが、2003 年生まれ以

降若干上がってきている。以前は能力（乳量や蛋白）

中心の改良を行ってきたためで、廃用理由の多くが

繁殖障害だった。ホルスタインの 2003 年の分娩間

隔は 426 日だったが、2003 年に DPR※2 の評価を開

始し、2005 年には NM・TPI の数式に組み込まれた。

　図 2 はその後の遺伝的トレンドのグラフで有り、

2010 年の分娩間隔は 409 日まで短縮されてきた。

　一般酪農家は交配する種雄牛をサイアアナリス

ト、AI 事業体の営業担当者及び交配プログラムに

任せており、超大規模酪農家では、1 頭 1 頭につい

て交配種雄牛を指定する事は不可能な為、牛群の生

産性を高める種雄牛を 6 頭以上選定し使用している

のが実態である。

★組合組織の AI事業体で、組合員の利益無くして

組織は無い…との基本理念に基づきゲノミックの

一連の技術を活用し種雄牛造成を図り、着実に成

果を上げていると感じた。45,000頭の育種集団か

ら、300頭のドナー候補を選定、これに G評価値

を用い未経産時に選抜をする事により選抜圧の強

化と併せ、世代間隔の大幅な短縮を図っている。

候補牛生産にあたっては、未経産牛から OPU/

IVF（卵巣より卵子を吸引 /体外受精）した受精

卵を移植する。OPU/IVFは、2週間毎に繰り返

し実施する事が可能であり、場合によっては妊娠

牛となってからも実施可能で、大量の受精卵を確

保する事が出来る。自前で育種集団を持つ事によ

り、候補種雄牛の導入コストを大幅に低下させ、

更に G技術の活用は種雄牛の飼養頭数を減少す

る事も可能となる。

④ レディースマナー牧場

　メリーランド州モンクトンにある牧場で、G 評価

にいち早く取り組み、全米でもトップの G 評価値

を持つ。能力改良と共に共進会にも積極的に出陳し、

数多くの賞を獲得すると共に数多くの種雄牛を生産

している牧場である。

　牧場経営は 1819 年からで現在の経営者は 4 代目

である。経営主夫婦及び息子夫婦の 4 人で経営（他

に使用人 4 人）し、飼養頭数（搾乳牛）は 300 頭で

搾乳牛 1 頭当たり乳量は約 10,900㎏、乳脂肪 4.0 %、

乳蛋白 3.0 %（3.2 %※1）である。200 エーカー（約

81㌶）のほとんどはコーンで一部アルファルファを

栽培し、訪問時にはサイレージ用デントコーンの収

穫をしていた。

　300 頭の内、EX34 頭 VG80 頭おり、収入の 60 %

は乳代、20 % は雄子牛及び受精卵など遺伝子販売、

残り 20 % は飼料販売である。乳代は $20/100 ポン

図 2
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ド≒ 44 円/㎏（$1＝100 円）、哺育、育成は自家にて

行う。離乳は 60 日（初乳は基本的に母親のものを

使うが、検査し「白血病」など保菌していた場合は、

人工初乳を使う。）、哺乳は全てパスチャライザー

で低温殺菌したものを使う。AI は 12～13 ケ月齢、

ET（OPU 採卵）は 9 ヶ月齢より実施。全体の受胎

率は 25 % 程度。初回授精受胎率ではなく、全体に

使用した精液本数を頭数で除したもので、1 頭当り

受胎まで平均 4 本使用する。なお、AI は本人が行っ

ている。

　ETの受胎率は60 %、IVFの受胎率は50 %程度で、

使用する種雄牛は G ヤングブルを 100 % 使用して

おり、G 評価値は毎回信頼度が上がっているので満

足している。

　乳量を落とさずに、「体型（肢蹄と乳器）、妊娠率、

体細胞」を改良するブルを選択している。

　G 評価は高いが、実際の成績が低い牛も当然出る

が気にはしていない。（当たり外れは想定内）その

ため 1 頭の種雄牛に集中しないで、複数の種雄牛を

使用して対応している。（USDA でも使用する種雄

牛を 6 頭以上使うことを推奨している）

　PG キット（プレグラシー : 妊娠早期診断キット）

を、AI 後 28 日～30 日で血液のサンプルをラボに

送る。単価は 2.55 ドルで、血液サンプルを送ると

24 時間以内に「メール又は FAX」で検査結果が届

く。

　米国では乳用牛 900 万頭の内 10 % 程度が登録牛

であり、トップブリーダーと呼ばれるのはその 1 %

程度だろう。SNP 検査のサンプルは毛根のみで、

全頭ではなく牛群の上位 50 % 程度実施している。

（現在マンオーマンの娘が牧場で 1 位）

★ 8月公表の成績でもG評価値全米トップ（未経産、

経産牛、種雄牛とも）の牧場であり、牧場収入の

20 %を占める「雄牛や受精卵等販売」の為にも

積極的にゲノミック技術を活用している。その効

果で 1頭当たり乳量は勿論、共進会成績にも表れ

上位入賞を果たしている。

　以前は G評価のみのヤングブルの使用は少な

かったが、現在では 100 %使用となっている。改

良の為に世代交代を早めることに何の躊躇いもな

い印象を受けた。
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平成 26 年 6 月 25 日

一般社団法人 日本家畜人工授精師協会

乳用牛への黒毛和種の交配状況について
　平成 26 年第 1 四半期（平成 26 年 1～3 月期）の黒

毛和種の交配割合については、全国において 33.1 %

（前期比 2.4 % 増、前年同期比 4.2 % 増）、北海道に

おいて 20.4 %（前期比 2.3 % 増、前年同期比 3.2 % 増）

となっています。

トピックス
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現場後代検定成績を裏付ける光平照の実力！
　肉用牛産肉能力平準化促進事業において、昭和 55

年より実施されてきた間接検定から現場後代検定に

移行して第 2 回目の評価にあたる 18 現場後代検定

（18 現検）で光平照がトップ選抜されたのは平成 22

年 8 月のことでした。去勢 21 頭、雌 8 頭による彼の

18 現検における成績は、BMS 平均 7.9（去勢：7.2、

雌：8.9）、枝肉重量平均 438 kg（去勢：450 kg、雌：

425 kg）、ロース芯面積平均 63 cm2（去勢：59 cm2、雌：

66 cm2）と枝肉重量に不安は残るものの、高い脂肪

交雑能力と充実したロース芯面積が高く評価されま

した。この評価をうけて、選抜直後から凍結精液の

供給が逼迫するほどのご要望をいただき、結果とし

て多くの産子が生産されています。

　選抜から間もなく 4 年を迎えますが、平成 25 年

10 月ごろから枝肉市場に産子が多数出荷されるよう

になり、平成 26 年 5 月末までで去勢 300 頭、雌 200

頭の成績を収集することができました。本データを

分析したところ、BMS 平均は去勢で 7.7、雌で 7.9、

枝肉重量平均は去勢で 500 kg、雌で 434 kg、ロース

芯面積平均は去勢で 62 cm2、雌で 60 cm2 と現検の成

績を裏付ける好成績となっており、上物率（肉質等

級 4・5 率）は 92.4 % と目を見張るものがあります。

　光平照産子における BMS No. 毎の出現頻度を分

析してみると、脂肪交雑等級 5（BMS No. 8 以上）

の出現頻度は 51.2 % と半数以上を占めており、脂肪

交雑等級 3 以下（BMS No. 4 以下）についてはわず

か 6.0 % と、性別を問わず好成績で、光平照以外の

産子と比較すると上物率が高く裾ものが少ないこと

が明確にわかります（図 1）。

　また、現検成績で懸念された枝肉重量についても、

兵庫系で固められた（血統濃度 91.4 %）種雄牛とし

ては十分な結果となっています。

　これらの成績について母方の系統を見てみると、

脂肪交雑については系統を選ぶことはないようです

が、「平茂勝」や「第 1 花国」の系統を汲む増体系の

雌牛への交配によってより安定した枝肉重量が見込

まれます。

　光平照は、虚弱子牛症候群の一つである IARS 異

常症を保因しています。IARS 異常症は劣性遺伝子

であり、遺伝子型検査を行い遺伝性疾患の有無を把

握することで、交配コントロールによる発症回避が

可能となります。繁殖雌牛の遺伝子型検査を行って、

優秀な遺伝資源を有効に利用していきましょう。

事 業 団 便 り

図 1　BMS No.毎の出現頻度
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本会だより
1． 第 3回定時総会開催

　一般社団法人に移行後、第 3 回目となる定時総会

が開催されました。その概要を以下に、報告します。

　

日時：平成 26 年 6 月 9 日（月）13 時 30 分

場所：東京都江東区冬木 11―17 イシマビル 18 階

　　　（家畜改良事業団　会議室）

正会員数：45

出席正会員数：本人出席 14 正会員、代理人出席 3

正会員、委任状 5 正会員、書面決議行使 22

正会員、計 44 正会員

　

　主催者である本会平尾和義会長の挨拶、農林水産

省生産局畜産部畜産振興課課長補佐、公益社団法人

日本獣医師会専務理事また一般社団法人家畜改良事

業団理事長の来賓挨拶に続き、議案の審議に入った。

審議に際し、本年 3 月 17 日開催の定例理事会で承

認を受けた次の議案を上程し、各々異議なく、承認

された。その後、報告事項として同年 5 月 23 日に

開催された定例理事会で承認を受けた平成 25 年度

公益目的支出計画実施報告書、平成 26 年度事業計

画及び収支予算書について報告がなされた。

　

第 1 号議案　平成 25 年度貸借対照表及び正味財産

計算書等に関する件

　平成 25 年度の当期一般財産増減額は、371,275 円

で、正味財産期末残高は、19,243 千円となった。

　なお、本議案に係る監査報告において、監事会と

しての下記付帯意見が示された。

　

　「会員数減少による会費収入の減少は、本協会の事

業に大きな圧迫を与えており、この数年間の推移は、

協会の存続を揺るがすこととなることが大きく懸念

されるものとなっている。

　今後、役員及び理事会におかれては、組織の継続

性に真摯に向かい合い、具体的な検討を切にお願い

したい。

　更に、申し上げたいのは、具体的な問題点として、

地方会の一部に日人協会員資格を有していると考え

られる地方会員が、日人協の会員になっていない事

例を見ることである。

　各地方会により、特殊事情があるのかもしれない

が、こういった方々の登録奨励、あるいは、会員数

とは別枠で、日人協運営資金を各地方会が分担負担

するなど、一歩踏み込んだ検討が進まない限り、本

協会の組織的衰退は、避けがたいものと考えます。

　以上、監事会の総意として、申し上げるものでご

ざいます。」

　

第 2 号議案　平成 26 年度年会費額及び徴収方法に

関する件

　年会費の額は、4,000 円とした。

第 3 号議案　理事及び監事の報酬の額及び支給基準

に関する件

　「一般社団法人日本家畜人工授精師協会役員報酬

規程」に基づき、理事及び監事は、無報酬、常務理

事は、年俸 150 万円とした。

第 4 号議案　理事及び監事の選任に関する件

　本総会終結の時をもって、理事及び監事全員の任

期が満了となるため、選出元の各区分から事前の推

薦を受け、5 月 23 日の理事会において決定された

理事及び監事の各候補者が、何れも選任された。

第 5 号議案　その他

　用意した案件は、無し。

　

平成 26 年度事業計画の概要

（1）乳用牛への黒毛和種交配状況（F1）調査事業

　公益社団法人日本食肉協議会の補助事業とし
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て、実施するが、同協議会から、牛肉生産予測は、

独立行政法人家畜改良センター公表の F1 生産頭

数の結果で、十分事足りるとして、本年度限りの

実施になった。

（2）優良技術発表全国大会開催事業

　第 43 回大会を平成 27 年 2 月 17 日（火）に東

京都港区のヤクルトホールにおいて、開催する。

（3）講習会・機関誌発行事業

　ア　家畜改良講習会・家畜繁殖技術に関する講習

会の開催

　家畜改良講習会については、一般社団法人家

畜改良事業団との共催により、全国 6 か所で開

催し、家畜繁殖技術講習会については、牛を対

象として全国 9 か所で開催するが、豚に関する

講習会の開催は、見送る。

　イ　機関誌の発行

　機関誌「家畜人工授精」を年 4 回発行する。

　ウ　家畜人工授精技術者等の表彰

　表彰規程に基づき、優良家畜人工授精技術者

及び優良家畜生産農家を表彰する。

　エ　技術の普及定着

　オ　ブロック会議の開催

　7 月から 8 月にかけ、事業推進ブロック会議

を全国 6 か所で開催する（詳細は、後述。）。

　カ　家畜人工授精技術者動静調査の実施

　

　以上の事業は、平成 25 年度までの、本会が一般

社団法人に移行する際の内閣府の認定条件である公

益目的支出計画（内閣府の監督・承認の下で、移行

後、これまで実施してきた公益に関する事業で支出

すべき額が零になるまで、確実に実施が求められる

事業の計画。）に準じて実施するもの。

　なお、本会は、当初計画通り平成 24 年度、平成

25 年度の 2 年間で完了しており、内閣府に提出す

る平成 25 年度公益目的支出計画実施報告書が承認

されれば、内閣府の監督は無くなる。

　

　その他の事業は、次のとおり。

（4）家畜人工授精関係資料作成及び情報発信事業

　・家畜人工授精講習会テキストの増刷

（5）その他

　・家畜栄養管理講習会　家畜衛生・防疫管理講習

会と併せて、東日本ブロックを対象とし栃木県

で開催する。

　・家畜人工授精活動体制強化対策事業

　公益社団法人日本食肉協議会の補助事業とし

て、平成 25 年度から 2 年間の事業として、実施。

　①　ブロック講習会等の開催

　緊急性の高い家畜伝染病に係る防疫対策につ

いての講習会を全国 3 ブロックで開催し、来年

2 月の優良技術発表全国大会において、特別講

演を開催する。

　②　家畜人工授精講習会テキストの改訂

　昨年度に執筆されたテキスト原稿の編集・校

正作業を行い、平成 27 年 2 月に印刷・製本を

完了する。

　

2． 役員選定理事会開催

　上記の第 3 回定時総会終了後に、役員選定理事会

を開催することにつき、各理事、監事候補者全員か

らあらかじめの同意が得られていたことから、ただ

ちに同理事会を開催し、会長、副会長、常務理事の

三役の選定につき、協議がなされ、現行三役が、再

任された。

　新役員は、以下のとおり。

　会　長　　平尾和義　 （学識経験者）

　副会長　　宮島成郎　 （学識経験者）

　副会長　　中村陽二　 （埼　玉）

　常務理事　伊集院正敏（学識経験者）

　理　事　　髙橋芳幸　 （北海道）

　理　事　　大場廣志　 （山　形）

　理　事　　舘野浩一　 （栃　木）

　理　事　　岩根重典　 （岐　阜）

　理　事　　山根一志　 （京　都）
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　理　事　　恩田一秀　 （鳥　取）

　理　事　　中川　修　 （徳　島）

　理　事　　梶原隆幹　 （福　岡）

　理　事　　橋田和実　 （宮　崎）

　理　事　　宮城源一　 （沖　縄）

　理　事　　齊藤新一　 （学識経験者）

　監　事　　嵯峨忠男　 （秋　田）

　監　事　　松本康治　 （群　馬）

　監　事　　石川憲明　 （富　山）

　

3． 業務ブロック会議の開催

　日程

　北海道・東北ブロック：

　　岩手県花巻市　平成 26 年 7 月 28 日（月）

　関東・甲信越ブロック：

　　新潟市　　　　平成 26 年 7 月 31 日（木）

　東海・北陸ブロック：

　　石川県金沢市　平成 26 年 7 月 16 日（水）

　近畿ブロック：

　　和歌山市　　　平成 26 年 7 月 17 日（木）

　中国・四国ブロック：

　　鳥取県米子市　平成 26 年 8 月 7 日（木）

　九州・沖縄ブロック：

　　熊本市　　　　平成 26 年 7 月 24 日（木）

　（1）報告事項

　　①　第 3 回定時総会において決定した事項につ

いて

　　②　平成 26 年度事業計画及び収支予算について

　（2）協議事項

　　①　F1 調査について

　　②　公募事業について

　　③　当協会の財政基盤及び今後について

　　④　その他

（1）報告事項は、前述した内容が骨子となる。

（2）協議事項のうち、

　① について、この事業は、補助を受けての実

施が今年度限り（前述のとおり）となるが、本年

度の事業費は、500 万円、うち、各県協会への委

託費が、458 万円と事業費のほぼ 9 割を占めてい

る。来年度以降の対応について、本会が経費負担

できる状況にはない中で、事業の必要性の有無等

につき出席者からの率直な意見を聞くこととして

いる。

　② について、本会、県協会ともども運営基盤

が、甚だ脆弱な状況にあるが、本会の「家畜人工

授精及び家畜受精卵移植の健全な発達を図るとと

もに、あわせて家畜人工授精又は家畜受精卵移植

の業務に従事する者の社会的、文化的地位の向上

を図る」とした目的を適えるためにも、事業の実

施が求められることから、公募事業を最大限活用

することとして、どのような事業なら実施が可能

なのか、採択されるための事業提案に向けて意見

を募る。

　③ について、平成 26 年 3 月末日現在の貸借対

照表における正味財産合計が、1,961 万円、うち

固定資産が、1,451 万円であり、流動資産は、実

質 510 万円となる。流動資産の内訳は、決裁手段

として見込めない貯蔵品が 320 万円で、運転資金

としての現預金は、190 万円となっている。支払

決済の資金繰りに、余裕がない状況にあり、協会

の今後の在り方を含め、意見を交換したい。
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Q & Aコーナー
　「授精師は農家の意向も聞き入れずに勝手に種付けをしてもよいのですか？

　ちらほら耳に入ってきています。

　また、指定を受けている種を付けたいのに違うのを付けられた方も・・・

　農家は、利益を上げたいから有名な種をつけたいのに・・・

　弱い者いじめするな

　監視をしっかりして」

との農家を代弁するような声を耳にしましたが、同じ授精師の立場として、このような場合どのように答え

ればよいのかご教示ください。

　われわれ人工授精師が行うことは、農家の依頼によって授精するわけですから、農家の了解を

得て行うことが原則だと思います。農家から無条件の授精精液の委任を得ている場合であっても、

授精する場合には事前に種雄牛名を伝えることが必要であるとおもいます。ただし、実際の現場

においては、農家の希望する種雄牛の精液を持っていなかったり、遺伝病のリスクや近交が高くなるとか育

成牛にあっては過大児のリスクがある場合などは、それらの説明をして変更をお願いすることが大切です。

また、受胎可能性が低いと思われる場合には授精実施の有無や価格の高い精液は避けるなどについての相談

が必要です。また、酪農家でよく経験することですが、希望精液を訪ねると、「乳の出る牛を」と言われる

ことが多いのですが、農家によっては運動器病が多い場合には乳量より大型にならない蹄や四肢の改良に資

する精液を勧めるべきです。高能力は最良の環境条件においてのみ発揮され、不適切な環境ではむしろマイ

ナスに働きます（大型の高能力牛が短い牛床で運動器病になっている光景は良く眼にします）。

　いずれ、授精業務は農家との信頼関係があってのことです。成果すなわち産子価値が明らかになる１年 

後、それが和牛産子であれば２年後まで不信感を抱かれるようでは、商売上も良いことではありません。農

家の希望に無条件で従う必要はないと思いますが、自分の持っている情報（他の農家の産子成績や市場情報）

や遺伝病、種雄牛の検定成績などをもとに農家と情報交換することで、農家との良い関係を築くことになる

と思います。

※本コーナーに取り上げてほしい、ご意見、ご質問、ご相談等のご投稿
をお待ちしています。Q & Aとして紹介させていただきます。

投稿先：info@aiaj.lin.gr.jp

Q

A
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●はなしのご馳走●

どこの馬の骨は人間の方か
牛門の名家は種つけ先まで

　“親がいなければ、子は生まれない” この至極
当たり前な事実から、遠く人間の先祖をさかの
ぼると、世にも不思議な数字が成立する。
　つまり、一人の人間には必ず両親が存在した
はずだから、こうして順次、親をさかのぼって
行くと、十代前の先祖は千二十四人。しかも、
それら全部の親を合わせると二千四十八人もの
大部隊となる。
　だから、あなたが “自分の家柄を誇ろうとす
る” なら、これら二千四十八人のすべてについ
て、その “由緒” の正しさを証明しなければな
らないはずで、かつての一時期、ブームになっ
た “ルーツ探し” が案外早く下火になったのは
この至難さのためである。
　ところで、松阪牛や神戸ビーフのブランドで
知られる “但馬牛” の場合、たいていの牛は、五、
六代先ぐらいまでならはっきり先祖がわかって
いるといい、どこの馬の骨だか素性がわからな
いのはむしろ人間さまの方かもしれない。
　さる昭和五十二年、一頭の牛が、松阪牛の 
チャンピオンとして全国的な話題となったが、
この黒毛和種のメス牛は、名まえを「たけ」と
いい、昭和四十九年三月二十日、兵庫県城崎郡
竹野町で生まれた。
　たけは、生後九か月で三重県の肥育農家に引

き取られ、二年十か月ののちに競りにかけられ
て、当時としては最高の値段がついた。
　この「たけ」には、全国和牛登録協会の発行
した、七、八代前までの “身元証明書” があり、
父親の「奥秀」は、サシの入りやすい血統とし
てこの世界では “名門” 中の名門。
　昭和四十六年からの五年間に、延べ四千七百 
六十九頭ものメス牛に種つけしたことが記録さ
れている。
　「たけ」はその中の一頭で、ここでも、人間
は “モー負けそう”。

公益社団法人　日本食肉協議会発行 
「はなしのご馳走」から
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あ　と　が　き

草木も眠る丑三つ時
　「丑三つ」の表記は、江戸時代からさらに遡り、平安時代、かの有名な清少納言の
随筆「枕草子」に、見ることができます。
　
　二百七十二段　時奏する、いみじうをかし
　『時

とき

奏
そう

する、いみじうをかし。いみじう寒き夜
よ

半
なか

ばかりなど、ごほごほとごほめき、
沓
くつ

すり来て、弦
つる

うち鳴らして、「何
なん

名
な

の某
なにがし

、時丑三つ」「……子四つ」など、遥
はる

かなる
声に言ひて、時の杭さす音など、いみじうをかし。「子九つ」「丑八つ」などぞ、里び
たる人はいふ。すべて、何も何も、ただ四つのみぞ杭はさしける。』
　（底本：新潮日本古典集成「枕草子・萩谷朴・校注」）
　
　時を告げる音は、とても風情があるというものですが、「時丑三つ」は、何時を指
すのか？
　当時は、1 日を 2 時間ずつの 12 の時辰に分け、さらに、1 時辰を 30 分ごとの 4 刻
に分ける時法が用いられていました。子は、正刻を夜 12 時とする前後 1 時間、丑は、
2 時を正刻とする前後 1 時間としたもので、「丑三つ」は、丑の刻を 4 分割した 3 番
目を意味していることから、2 時から 2 時半の時間帯を指していることになります。
　ちなみに、時の告げ方は、毎正時に鼓を打ち、正時以外は、鐘を鳴らしていたよう
です。鼓を打つ数は、子が、9 つ、以降 1 ずつ減らし、丑が、8 つ、巳は 4 つとし、
午の刻に 9 つに戻され、再び、1 ずつ減らし、最後の亥は、4 つとなります。このこ
とと関連して、「おやつ」は、午後 2 時にあたる、八ツからきていますし、正午は、
今も使われています。
　
参考にした HP：
　1　【原文で読む】枕草子　読み・語り最終巻（261 段～跋文）
　　  http : //p.booklog.jp/book/66627/download
　2　古代～現代の定時法と不定時法の時刻の対応など
　　  http : //www.kuu-kikaku.jp/rekishi/jikoku-etc.html#edo-jikoku
　3　～和時計の暮らし～　【三】江戸の時の呼び方〈干支〉江戸の時の呼び方〈数字〉
　　  http : //ammo.jp/monthly/0211/03.html

ホームページ　http://aiaj.lin.gr.jp/
メールアドレス　info@aiaj.lin.gr.jp/
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